
平成 28 年度 Vol.4 

防災対策 情報便 

※7月は市政出前講座を 14回実施しました（今年度累計 28回）※

１ 尼崎市防災会議を開催しました。  

平成 28年 7月 1日（金曜日）、尼崎市防災センターにおいて、尼崎市防災会議を開催し
ました。

尼崎市防災会議は、地域防災計画の修正とその実施の推進、地域の防災に関する重要事

項の調査審議等を行う組織です。

 なお、議題は次のとおりです。

  1  本市防災の主な取組等について

  2  講演 「熊本地震等を踏まえて尼崎市に必要なこと」

  3  平成 28年修正 尼崎市地域防災計画（案）について
  4  その他

 なお、会議の議題は、全て了承されました。

 会議の詳細については、下記の市ホームページをご覧ください。

尼崎市防災会議

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/bosai_syobo/taisei/027203.html

尼崎市防災会議 全景 

    市長挨拶          講演「熊本地震等を踏まえて 

尼崎市に必要なこと」（室﨑益輝氏） 

年月日 平成 28 年 7 月 29 日
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２ 防潮扉点検操作訓練を実施しました。 

国道 2号線の尼崎市と大阪市の境に架かっている左門橋。 

この橋の東西両側には防潮鉄扉があり、高潮発生時など、いざという時には閉鎖すること

になっています。 

 毎年 7月の最初の土曜日から日曜日にかけての深夜に、関係機関と合同で防潮鉄扉

の開閉操作の訓練を実施しており、今年も次のとおり実施しました。 

 国道 2号線を通行止めしての大掛かりな訓練は年 1回ですが、鉄扉を動かすエンジン

の始動などの日常点検は、普段から行われています。 

 1 訓練日時  

   平成 28 年 7月 2 日午後 10時 30 分から 7 月 3 日午前 2時 30 分まで 

 2 訓練の目的  

   高潮来襲等に備え、関係機関の協力の下に、鉄扉開閉の万全と水防関係職員の操 

  作技術の向上を図ること。 

 3 関係機関  

   国土交通省近畿地方整備局、大阪府、大阪市、大阪府警、兵庫県、尼崎市、兵 

  庫県警、阪神電鉄、阪急電鉄他 

 4 通行止め等 

   国道 2号、国道 43 号など公道に設置している防潮鉄扉の操作訓練は一時通行 

  止め。阪神なんば線、阪急神戸線に最終電車通過後に実施。

閉鎖中                閉鎖完了 

３ 尼崎市防災セミナー（第 1回）を開催します。 

尼崎市では今年度、「事業所」、「子ども」、「家庭」と異なるテーマを取り上げた防災セミナ

ーを開催します。 

その第１回目として、「体験して基本が分かる！『自社目線で考える』BCP 策定セミナー」を

次のとおり開催します。 

今回のセミナーでは、有識者からの基調講演や BCP 策定についてのワークショップを実

施します。皆様のご参加をお待ちしています。 

日  時    平成 28 年 9月 9 日（金曜日）午前 10 時から 12 時 

場  所   尼崎商工会議所 7 階 701 会議室 

内  容   講演およびグループワーク  

「体験して基本が分かる！『自社目線で考える』BCP策定セミナー」 



定  員    先着 100 名 

参加費     無料 

申込期間   平成 28 年 8 月 9 日(火曜日)から 9月 8 日（木曜日）まで 

申し込み先  電話 ： 06-6125-3311  （一財）大阪市コミュニティ協会  

４ ひょうご防災リーダー講座を受講される方へ（補助制度のお知らせ） 

兵庫県では、地域防災の担い手である自主防災組織等のリーダーの育成を目的とした 

 「ひょうご防災リーダー講座」を 10 月 8日（土曜日）から約半年間、計 12日間開講します。 

  講座の内容が決ま りましたら 、兵庫県広域防災センターのホームページ    

（http://www.fire-ac-hyogo.jp/）に掲載されますので、随時ご確認いただき、積極的に受講し  

ていただきますようお願いいたします。 

また、尼崎市では、「ひょうご防災リーダー講座」の受講に必要な経費について、補助を

行います。 

 1 補助事業の対象者 

   尼崎市に在住か在勤・在学の方で、兵庫県が行う「ひょうご防災リーダー講座」を受講す 

る方に対し、必要な経費の一部を補助するものです。 

  2 補助金額 

    補助する経費は、ひょうご防災リーダー講座の受講に要する費用として次に掲げるもの     

とし、1 人当たり 11，000 円を上限とします。 

   (1) 講座内において使用される教科書代 

   (2) 講座内において実施される日本防災士機構が認定する防災士の資格取得試験を受 

験した場合の受験料 

   (3) 前号の資格取得試験に合格した場合の日本防災士機構への登録料 

  3 申し込み期限 

   平成 28 年 9月 30 日（金曜日）まで 

  4 申請方法 

    申請書に必要事項の記入・押印の上、尼崎市役所災害対策課まで、郵送または直接     

持参の上、提出願います。 

  補助の条件、申請書の様式等は、市ホームページで近日中に掲載する予定です。 

５ 平成２８年熊本地震への支援について

平成２８年熊本地震(４月１４日発生～)等に係る被災地支援について関係機関

と調整し、支援の内容等を確認しながら、支援活動を実施しております。 

 7 月の具体的な支援活動は次のとおりです。 

【7月の支援状況】                  （平成 28 年 7月 29 日現在） 

支援項目 支援期間 人数 支援内容

家屋被害認定士の派遣（第 2 次） 7 月 12 日～19 日 2 名 
被災家屋の被害程度の認

定活動を実施 

(延べ人数 65 名) 



家屋被害認定等の支援活動の様子 

http://www.city.amagasaki.hyogo.jp/bosai_syobo/information/037063.html

６ 気仙沼市への職員派遣を継続しています 

人  数  3 名（土木職） 

派遣期間  平成 28 年 4月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日  

７ 尼崎市防災総合訓練（図上訓練）を実施します。 

 尼崎市では、「尼崎市防災総合訓練（図上訓練）」を実施します。今年度は、国、県、

民間団体などの関係機関と連携強化を図るため、図上訓練形式で実施します。訓練の様

子は見学でき、申し込みは不要です。 

 訓練の内容については、次のとおりです。 

 日  時 9 月 1 日木曜日 午後 1時～5時 

 場  所 ベイコム総合体育館 

 （※写真は昨年実施した庁内での図上訓練の様子です。） 

訓練全景 情報把握・災害対応訓練 

以 上    

【その他の支援】 

市営住宅の提供 

  提供戸数    10 戸 

入居対象者   熊本地震により、住宅に甚大な被害を受けた被災者 

その他詳しくは、市ホームページ「熊本地震被災者への市営住宅の提供について」の

ページをご覧ください。 


